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青森産ヒパ陽疾材々質に就て

林業試験揚技師 森 夏R
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陽疾材とは、品菌害及外傷以外の原因に依 り木材組織が異常に護達し色津其の他の材質が他

部陀比し相遣する木材部を栴するもので.春秋雨材部共納l胞膜が他部に比 し厚く護育して居る

か ら.共の強度並に吸漁及乾燥に悶る仲縮度等の性質が普遁材と異るものである，従って之れ

を有する木材は材質の均等を依き. 使用上甚臨忌せられ. 溺め陀材債を著しく低下するもので

ある.元来ヒパは 陽疾材を形成し易いものであるから . 之れがため材債を損失する こと彩し

い青森営林局に於て此の理痕のみ陀依て年牧額乞減少すること置に 80 高固に騰ると謂ふ こ

とで・ある口

青森皆林局の委l屈に依り之れが成悶試磁を施行しつ L ある問陀 . 陽疾材其のものの材質試験

を行った庭.多少参考とたる成績を得たから之れを報告すること L した。

本試験に閥し榛業青森密林局長を始め同局員各位の多大なる御援助を仰いgのみなら?、供試材採・集

については同局初岡利用課長蛇|こ小野町大畑替林署長に砂からぬ御助力に預つれのである。奴に設で感

謝の;宮を表し7こいのである。

2 供 試 材
供試丸太は青森鴨下北郡大知l村大字大畑字朝日奈岳閤有林39林班い小班産ヒパより採材せら

れたもので、 末日直径30糎食会.長 2.2米の皮付丸太 5 本である.今其の伐保時日 . 原木の会長.

伐採賠地上高並陀立地の方位及傾斜を表示すれば次の如くである。

丸太呑銃 | 伐採年月日 | 原木の会長〈米) 1 伐 採 鮎地 | 立地方位傾斜(皮〉''''' J"""": -� IJ 1.., I v"F./],"'_..I:.:E;:o:<! \,,""""'.J J 上高 (米) 1

1 H召手114~三12 月 18 日 22.4 0.40 北々来 ïliî 25 

2 // 20.6 0.30 ;ft 東 商 30

3 f! 20.4 0.35 f! 

4 f! 21.8 4.20 北々東而 25

5 昭和 4 年12月 19 日 20.4 0.43 北々西商 30

備考 4 Wè，木は上方S. !J老大木が特例し其の掛リ木となってl苦Tこ から 、 掛リ木に i辺り

生じれ防疾材の部分を採つれのである。
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各丸太の樹心を通じて其の背!医を遁歩る方-向及其れに直角吉区る方向に之を凶ツ割となし (1)

(2)(以上腹〕及(3)(4)(以上背〉の記践を附け.ヨたに長さの方向 tて各四ツ割材を三等分L . 元口

より末口の方"t'C向って CI)(II) 及 (III) の記読を附し、各材の樹IL'、より順次に後越の供試材

を採り其れに (A)(B)(C) の符蹴を附けて各供試材の樹幹内位置を明にした、今之れを園示す

れば次の如くである口

:9cに各丸太K於ける陽疾材の位置を示せば下回の影鯨の如く、叉繊維の捻れの方向及程度l-í

黒占紘の如くである。
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各四ツ割材よ 1)[臨盤力、 l蔭曲力、簡撃l産力 . 割裂l臨カ.硬度.及吸i，%)J凱民話験供試材を色右翼;の

他の殻庇を避けて出来得る限り多数木取れ陽疾及普通雨材の試験結果を比較するに便利友様

に成るべく相封稿、の位置より同様の供試材を木取れ叉木目も成るぺ〈迫柾に揃ふ様f'C木取っ
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tc ， 市して供試材の寸法は、 l臨堅力試験片は 5糎立方鰻，臆曲力試験片は幅 2. 高 d ]. 長さ 20

糎， 衝撃機力試験Jtは . 2 .2 糎角，長さ 14.8 糎で其の中央部に於て横に幅 0.30， 深さ 0.93 糎

の講を穿ちたるもの(其の底は牟径 0.15糎の固形をなす様に した〉割裂膝力試験片は . 隅 3.5

厚さ 5.0 長さ 9A~で. 其の一端K於て宇径 1 ・27糎の字国形の扶りを附けたもの(但し扶りの

国の底と他端との距離は 7.5 糎である).硬度試験片は五糎立方臆叉吸漁IJ彰脹試験片は五糎角

長さ 1 糎のものである、而して各丸太に就き. !i窓'Æ力供試材は約100箇.臆曲力供試材は約200

箇、 衝撃躍力供試材は約 ]00 筒.割裂!車力供試材及硬度供試材は約10箇.又吸i昆膨脹試験供試

材は約60笛の多数である白
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8 試験の方法

( 1). 年輪密度. 含71<.率及比重の測定

之等の測定法は何れも従来慣用して居る賞揚所定のものである。

(2 入 膳力測定法

試験機は瑞西「アムスラーJ 舎枇製油盤強弱試験機で其の容量 2 荷車感度101if;又荷重貼の

進む速度は 1 分間 0.2 粍である。

。 11怠堅力試験に於ては. 供試材の繊維の方向に之を座縮破壊し.其の時の荷重(1if;)を供試材の

断面積(平方糎)を以て除し臆堅力とした，但し供試材の雨端には直径 1.5 糎の銭球の上に自由

κ廻持する銭板を賞て.供試材の断固に平等荷重のカ11はる様にした.叉凡ての試験を通じ各膳力

と比重との比~Pち形質商を算出 し?と。

ハ 臆曲力試験に於ては. 雨支鞘聞の距離を 15 糎と主主し.各支黒tîは牛僅 2糎の園惇を以て之を

支へ、 供試材の母曲するに伴ひ自ら廻特しち箆EI'I~距~p~釦乙 J5平坦ある轡ζ し.径聞の中央

部に於て供試材を~径 2 糎の固]買にて荷重をカn~. 其の捺みを測定しつ L 破壊に至らしめ.カ

墜公式K依り!蔭曲力及1態。性系1設を算出した。

筒撃試験に於ては「シヤ Jレピー」式筒撃試験機を刑ひ.供試材~其の中央の横溝まで固く把

持し. 其れより 6.35;糎の賄を餓槌を以て 5.53 砥米の勢力で筒撃し、之を撃折するに泊、費せら

る L 勢力 を測定した。

割裂底力試験に於て

は、左園の如く供試材

の扶られた方の端に於

ける雨!J初請を闘の様t;r.

金具を以て引き掛け .

強弱試験機で之を南方

に曾j裂し其時の荷重を

測定し.之を割裂面積

にて除し?と商を割裂膳

力とした。

一 !?
縮 硬度試験に於ては、

一尺
直径 10 粍の鋼餓球を

~ 

材面IL嘗て其の牟分i3P

ち深さ 5耗だけ盤入す

る陀要する力を強弱試
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機で測定し?と口

吸i長膨脹試験に於ては.賞初供試材を絶釘乾燥欣態に導き.水を容れて常に 100% の iíffi度に

保って居る 「デシナーターJ 内に容れ、之を揺氏10度の常温を有する穴識に納め(昭和 8 年 2

月 13 日)首初 3週間は隔日、其後 7週間は毎週 1 回供試材を取り 出し、其の重量及柾目と板目

との方向に於ける寸法を測定し.各重量及寸法を絶乾時重量及寸法との差の結乾時の重量及寸

法に劃する百分率を算出して吸滋率及膨脹率と した. 叉吸i熱量は各供試材の絶乾時容積の 1 立

方糎に釘する平均吸i品量を以て之を表はしたのであるG

生試験の成績

前項に述べtc試験方法に依って測定した試験結果を各丸太に於て腸疾及普通材に就き平均す

れば次表の如くである。

(1)、底堅力試験

丸太糊 |陽疾及普通部Bhγ高 | 合水約) I 比重(10叫膝品市質前くf)t試材箇 (1 :tEii F.fJ) 1 '" /J' ~r ，- /a -' I "''-''''''''-~ vv '" -' 1 ( コ

陽疾く23) 4.5 16.7 455.0 8.27 
1 

i1ま遜【81) 4.8 16.2 4.0.4 381.4 9.44 

陽疾 (50) 8.22 
2 

山!普通 (45) 4.6 16.0 39.6 8.45 

阪疾 (28) 13.2 45.1 7.83 
3 

普遜 (48) 4.9 13.0 40.5 334.2 8.25 

陽~ (24) 4.1 16.1 8.68 
4 

手ま遁に78) 7.0 15.0 34.3 332.6 9.70 

|場 疾
5 

普遜 (89) 6.6 15.6 35.7 356.01 9.97 

陽疾(125) 4.4' 8.25 
之'p. 均 |

普遁 (341) 5.6: 15. 38.1 347.7 9.16 

剖ち陽疾材は普通材に比し年輪筏度は概ね小である叉含7.1<率殆んど同ーたる揚合比重及腹壁

力は明に大であるが形質商は反之明IvJ、である。

, , 

( 2 入 店長曲力試験
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年i愉年寄皮 | 合水率 | 比 重 I jI出 rlll 力 I 5単位系数
~ r~~....cp t;.u' {，\ (\N，.~ ~~:....I/~..... ~~ ~~t5~~ I 形質向U糎11fJ) I (%コ 1 :(100倍) I (kg/cm2) I 仁kglcm~コ

190.9 

196.9 :::[:::(::::(;::::( 
:::[:::l;:;;(:::::;[ 

956.5 

848.5 

5C 

4;] 

5.7 

4.8 

臓疾及普温材の別 |丸太番銃 I rý'/J;';";:';_~~~~I!~~ JJ'J I I c仇試材・笛数) I 

陽疾 (72)

議く113)普f
1 

122.9 787.8 64 5.1 陽疾(117)
2 

157.0 645.2 41 7.8 (82) 5混普

160.6 59,507 855.8 53.3 14.4 く61)疾陽
中
品
目

3 
163.9 57,001 681.7 41.6 14.4 遜 (115)

200.8 88,302 1,074 .4 53.5 14.4 揚疾【71)
4 

194.8 79,048 742.2 38.1 13.6 7.1 遜(129)普

201.1 96,864 983.3 48.9 14.1 7.3 陽疾 (25)

5 
185.3 89,136 750.4 40.5 14.2 6.7 :ffii. (164) 千金

175.3 9

7

 

0

0

A

U

 

ρ
o
n
o
 

,, O
O

片1
・

w
d

行
t

931.6 54.0 14.4 5.8 陽疾 (346)

均孟T主

179.6 733.6 40.9 14.0 6.5 遁 (603)ごみr"1=1 

!1ln ち陽疾材は普通材によヒし含水奪回ーの揚合比重及陸自l 力は明に大きく 又弾性系教は梓!大主主

! 合糊幼 | 「100侍ヂ | 渇ZtT |

る傾向あるも大差主主〈形質除jは梢骨小友る傾向あるも大差ないと謂ふことが出来る 口

年 il命筏皮
Ot鹿|淘〉

(3)、衝撃j窓力試験

丸太番"E 陣疾及普溢材の別|
廿 'lb~ l ' ~ι仇試材箇盟主) 1 形質 RZi

0.90 4.3 (27) 

(78) 

山
除
湿

四
巳M
K
ゴ

1

5

1

 

1 
2.18 4.4 

組
告
。

0

9

0

0

0

 

(30) 

(59) 

0.56 

1.21 

~p ち陽疾材は普通材陀比し含水率殆んど同ーなる揚合比重明に大きく衝撃試験fë於ける消費

疾

遁

l 陽疾〈町~ I 
7.0 14.2 0.78 

3 
普遁 (62) 7.7 14.3 59.2 1.46 

陽疾く20) 5.3 0 , 60 
4 

: i\~ i邑 (69) 8.1 32.9 56.2 1.71 

5.4 14.0 51.0 55.8 1.09 
5 

普遜 (52) 6.4 13.7 36.0 65.9 1.83 

l 腸疾
(128〉

l
5.1 14.4 53.9 42.4 0.79 

司王 均普遜 (320) 6.7 13.9 1.68 38.2 64.1 

陽

=主fι
l�4 

2 

4・
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勢力並花形質fWîは明に小で・ある 。

、
( 4 ) . 割裂l底力試験

各似:試材の割裂!儀力を陽疾及普通材並に割裂聞の柾目及板自に匝分し夫々平均して比較すれ

i 合水 率 | 比 重 l 剖裂底究 | 内向
く%コ | く 100倍〉くkr/cm)

0.24 

0.27 

0.16 

0.19 

0.24 

0.15 

0.19 

0.26 

0.24 

0.25 

0.29 

0.23 

7.0 

10.6 

8.5 

8.2 

10.6 

6.5 

44.3 

43.4 

43.8 

43.1 

42.7
1 

42 ・31
42.5j 

41.7! 

39.9 

40.4 

42.8 

43.5 

年輪密度
く1糠問〕

ば:jく表の如くである。

~ilJ裂面の |陽疾及普通材の別| 最大最小
木 H I (仇試材箇l数) I 平均の別

』反

l 最

く18)

(12) 

(9) 

(21) 

疾

遜

疾

4丞

陽

普

陽

=Ef 

日

日

柾

卸ち陽疾材は普通材に比し板目及紅白を遇じ寄j裂l底力は梢大なる傾向あるも大差ないのであ

るが. 然し此の揚合は比重も亦其の差が砂いのであるから陽疾の程度強きものに怠れば‘割裂

底力は大であると謂ふニとが出来る、而して形質商には殆んど差異がないのである。

、
各供試材の硬度を陽疾及普通材並 tc iJ!lJ定材面の木口、柾目及板自に庖分し夫キ平均して比較

験中
内

度(5 入硬

すれば衣表の如くである口

形質性:H

陽疾 (30) 16.1 49.6 344.8 6.95 
オミ 口

普議 (30) 16.9 37.2 200.4 5.39 

49.6 251.4 5.07 
柾

普遜 (30) 6. 16. 37.2 107.0 2.88 

夜重
、
J倍A

U
 

A
U
 

1

ム

レ
u
r
L

'
ト
ル

、
，

J%
 

f
L
 

葬水合年輪車普皮
(1糎問〉

測定材商 ;陽疾及普通材の別|
の木目 | く測定回数) I 
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測定材而 |陽疾及普逝材の別い平齢密度 I A.-.l-申raハ | 比 重 | 叩
の木目 | 【測定回数) I (く1糎間) I 白品午、月ノ | く100倍) J 肌

陽疾 (30)

板目
普遜 (30)

形質 j{fj

4.88 
3.35 

gpち陽疾材は普通材に比し.合JK率殆んど同一なる揚合.木口.柾目及板目の各材函を通じ

比重. 硬度及其の形質商は明に大であるO

(6 ).吸i然膨j民討験

丸太糊陽疾 1 _ __: __ I 2 I 3 1 

及普通材別 | 陽馴 | 普通材 | 陽疾材 | 削材 l 陽疾材 | 判材 | 陽疾材 | 普刊遁材 l 陽疾材 l陣普遁材

年吋輪密皮 1 2.8 I 7.9 I 3.0 ] 3.3 1 5.5 I 7.2 1 5.7 1 8.1 1 4.5 18.4 

一_ 1隆震骸雲材(液明装尉矧E副| ;t判;討i刊1 ~出1泣到i | ;t総:i混:認: | i:1;! i ;t総州奈判詳| if臼鵠州1活到;認;引| ;t:認判[ i:i:; l ;:1;詳7 ! i1 
日崎|犠器引時(ほ塁矧訓 :ぽ:i沼宏到;器r針:ず計31[ :t鋭州f沼先到!完riT刊1\ ~附:i影剣;r制f司1 ~倒i忽汐到;?判01 ~州:f笠笠到i江r削;?判6 ] ~臼惚矧:i忽ダ剣:忠g制:r到71 g鵠州:i混r剥;怒r刻;f利01 ~剖:1混斜:誌羽:針81 ~泌;i混;怒訓叩;ず引れ0 1円川[片;
三 |帳院骸雲引( 装儲制i則l if行臼叫:f沼判;z引;引| ;I芯坊叫:i妥判;2引?判| if白出叫i沼判:2;引| ;E討%州f溜引:認:引| if臼拡叫i混判;包;引| 出l i i: l k g l ig | ; : ;! 
日 !日211 1igoi J1351 3到1229l ltipi lii;8i 12!?| 1」:給矧笠笠到61Wi

i :i笠!2 五li l院農骸z 矧 i叫j忽判:計1 ~矧混刻1 ~叫i混判;計1 ~叫翠利1 ~叫:i沼判;z引;引1 ~お認叫i混利;バ\ ~叫:j判:引判 ;f混; 岡引}2認
日哨|降器持枯(軍直塁墨誠矧(&説訓Z匁刻す1l喧主割三2主主些坐!;型堕曾;1型F!PFi?5|川1Jよ必品ぽ州;2お泌ぽ凶:i宝f到;野r到i?計81| 1:2怨矧1虫g到;器宮i7到71 12!?| 州 li:訓 州制1;:26
ヒ |鰐(装i l iji 1 21: 1 1到 ;:;; l i:;; l tz | 出 1 22 l t;; l i13
日 12i矧 1;:忠世~11主!日制主計型団41fri Jii7l哩
九 |骸 121 1 1f: 1 11: | 13: | 認 i tii | ;料招 i iii | ;叩:;
日時刻州制 121;41 1fl;71 1fr| 1UF| 11fill Jifl 川1ff
: 1際!創設; l tg 1 ii: l ぉ: l ti: i ぉ | ;i: l i:!: I 22 1 11;
哨刺州 1;以12111:ZO| lfZ61 11fl 11171 1:札?frit26
: |塑型1 î1: | :33lfii同fl ;::! | ;::; ! ;判 23i l ;2 1 31j
l lZ( 塁ぷ|111171 11jill 3241 州 1117i 叫州政5[ 制1;:29
1 骸 (装 i l i1i I 333 1 ;刻 ;13 l t;; l ょ;: ( 招 l t:: l ょ;; l tii

、，
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森桔主宮官概官怖震引| …糊叩材
1引|障器 (倍基矧仁訓刻 1:鵠:i話;誌~1 1い1 1~矧 州 」よ必必釧:2忽g到;Zv引;7竹71凶lJ;到 1;矧:忽z3|いμ1J;お鴻州:1沼ぽ剣;認r訓;r判01| 」よお必げ:i琵g:訴r!P7川i川1

; ~ I障援骸雲引( 程儲矧l副l ;k訂出叫i沼引i認;引| it:;認;l ;t判:誌:引\ !引 ;2判:器;引[ i土認:沼z| ; 判 :沼諮矧三忽到;引| ;:f:祭到仰叩?引巾巾印l片片凶:t討:1;認
百引|器凱特(佳塁誠矧獄捌l 矧 1Jよ必必ぽ捌;t口鎚岱州:2混笠到;2r到:?判81 州 」よぷ抗州:1混ぽ剣:混r別:?判01| 」よぷω悶釧:i沼g剥;認r則;r判7\凶1」よお訊ω州;I幻以枕;f沼f到1むr到;r計61| 1 ;t符撚ぽ州f沼管到1認r:r計3[μ24よぷ必:t臼泌奴:i混笠札;zr;rO
手 |震駁:{装関矧1副1 ~招刷2混判!引| 32l til l i到 ぉ l I21 27:I 33;l 認 l i:;; 
合間刻 印\ 1総11 2tipi 州 」よ必叩州:1沼笠到;2r到;?判91μ24よぷ必ω捌;t臼泌ぽ:1混笠到:zr刻;r計81 捌 」よ必矧i混宏矧乱;包営針;r計21| 」よ必必収州:i2笠到仰;弘宏射;F計21

: 手 障骸雲(装矧i副| ;I到:話;引i :t認j混到;誌:i ;上判足1 i土:;3; l ;判 :工矧:器3引\ ~土利z| :t認矧f笠到:言i引1 ~山:!認
百 障附悶(慢品塁墨矧〈a訓匁刻\ 2よぷぷ捌:tu紛w問:t沼r淵l詰伊同7ヂ針21i 」よ必必げ州i混?到:2?!?計31 捌 2i2到;r到?計| 釧 」必州:i怨?到;野伊訓!?計O1| 」よお州f潟ザ到!認r;F針81| 2i以:i混;z剣仰;F計巾31付|同」よぷ州:i沿制;誌制;利午巾収制1半担材制2J￡おif行:f1
里 (障防援鰐雲 ( 語間矧E副i ;I捻j沼到:2: | i討組削f宜到iH| iよU拐叫:7完判?誌引;引i ;:i;U ぉ:l I2 | ぉ1 31: | ;湾l iii 
湘塁〈刻 23135| げ1 21211 J371 4351 州制 22白川;7I 2220
早 l際(悲1 1 ;13 | ::;; l I;: l i73 1 ;:?? l I:刊誌 l tz | ;jiltii
古 |議(塁ぷ| 2L291 21:認oi空恒抑制 43fi 州制 J17~~野
手 |骸 (関誌; | :到 k;: l iii l i判 ifj | ;17 1 1利 ij: l tg
百 |器 (制服1 2223| 釧 23irI 21到 2:27i 22171 23:間制2;:26

: 2 l 際( 矧 2 7 j l t Z | 出| :tお認叫i混判:認:判\ ~左お泌叫i沼判;活;引| ;Iお泌則3沼判;詰;計| ; :f:誌;| :認:f長i詰:| ;土お認則1沼到;認;引| :t: ;誌
言干!探防限器凱梓限(怪医芸主羽矧.訴刻鋭[2~よぷおげ以1翠f到;訴r?手門66\い2釧 捌 州 J:!制;計利4\ 矧 捌 2Jよぷ必政捌:2n泌ぽ州:i沼笠矧;包r針:r針51は24よぷ必必捌:fお総奴矧:i沼宏到仰;活2則:r到7[
~I障援骸雲 ( 護 i i kz l n; l tii l ifi | ;判 ;判 ;:?: 1 35; | ;:;! | ;:;i 
~ !~ {矧矧 2:制約7\ 州 4116| 州 2鵠21 4剣 41iold:21

l1!P ーら陽疾材の膨脹率は柾目及板目を遁じ普通材のものより造かに齢ぃ. 而して吸i熱量は陽疾

材の方却て多く . 叉吸i然Z容は之れK反するのである。

今之れを固示すれば次の如く甚明瞭で・ある。
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5 総 論

前項K述べ?と試験成績に依て考察するに.ヒパの陽疾材は其の普通材に比べて.年輪密度は

概ね小いけれども比重は常K大である，叉聴性が劣るのみで.臆盤力.膳曲カ及硬度は明に大

きく，弾性系教及割裂l鹿力も決して劣ら f:J.い.市して比重の割.合Iq臨力の大或は小である こと

を明示する形質商は.瓢性に於ては之れも亦劣るけれども.臆曲力及寄j裂臆力に於ては大差な

く膳堅力及硬度に於ては明に大である、 更に吸滋に因る膨脹喜容は吸漁量大なるに拘らす3遣に小

である.放に靭性の重要で、左い用途には寧ろ陽疾材の方が優良であると謂ばねば友らないので

ある、然るに普通に腸疾材と稽せられるものは，全部分陽疾材より成るものはなし多くは普

遁材に陽疾材の交ったものであるから.同一材中.色津.強度殊に吸憶に図る膨脹率の斯くも

臭った材質の部分が交って居る箆めに . 外視は勿論歪狂.反張の上から甚だ劣等な材質を呈す

る様にたるのである.斯様f:J.理であるから.之れが成因試験に依り徹底的に其の成悶を究明し

て其の生成を防止し、以て緒言K於て述べた様f:J.莫大の損害を未然に防ぐはヒパ林経皆上甚だ

緊要完工事項であると信守るのである。

(昭和 8 年11月稿)
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On the Physical Propert~s of "Compression Wood" 
of Hiba (nttjopsis dol，αb~aiα S. ωZ.) (Ré側-m é.) 

By 

S. MOlﾙ. 

1n comparing the physical properties of “ compression wood" of Hiba (Thtザop­

sis dolαlYl'ct，(，CG S. et Z.) with those of normal wood， ぬe difl�rences between them are as 
follo¥ys : 

1. More dense, dark and horn-like. 

2. Generally larger in width of annual rings. 
3. Stronger in compression strengもh and hardness, even than they might be exｭ

pωted from its weight. 
4. Stronger in bending strength, but not so strong 回 m ight be expectec1 froll1 its 

¥Yeight. 

5. About the same in elasticity and cleavability. 
6. Poorer in shock-resisting ability. 
7. Remarkably smaller in qu乱ntity of swelling, in spite of its larger qllanもity of 

hygroscopic water in unit volume. 


